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細胞培養 製品・技術
■当社では、ES/iPS細胞を効率的かつ容易に培養できる

幹細胞培養基質 iMatrix-511 を販売しています。

製品・技術・サービスの名称

■ES/iPS細胞の培養に最適化された幹細胞培養基質
iMatrix-511は、全⻑のラミニン511から細胞と接着する部位を断⽚化した
ラミニン511-E8断⽚です。この断⽚は全⻑より強くES/iPS細胞と接着します。

■ES/iPS細胞をシングルセルにして継代が可能
iMatrix-511はES/iPS細胞と強く接着するので、継代操作の際、ES/iPS細胞を
シングルセル状態にしても⽣存が可能です。

■ES/iPS細胞の拡⼤培養が容易に可能
継代操作の際、 ES/iPS細胞をシングルセル状態にできるので、細胞培養の拡⼤効率
を⾶躍的に⾼めることができます。

■コーティング操作が不要の「添加法」が登場
継代操作の際、iMatrix-511をES/iPS細胞の懸濁液に直接添加するので、培養基
材へのコーティングが不要。iMatrix-511だけが実現できる画期的な⽅法です。

セールスポイント

「iMatrix-511」は、ES/iPS細胞を効率的かつ容易に⼤量製造することが可能です。
臨床試験時に使⽤可能な 臨床⽤グレード の製品もございます。
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細胞培養基質
ラミニン511‐E8断片の高純度精製品


